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要旨 

世界中の人々と第二言語でのコミュニケーションを行う

機会が増加している一方で，第二言語運用能力の低い話者

が十分に会話に参加できない可能性が生じている．人の会

話では，視線や表情などの非言語情報を用いて感情表現や

会話調整を行うことでコミュニケーションを円滑に進めて

いる．第二言語での会話において円滑な相互理解や相互作

用をサポートすることを目標に，先に著者らは母語と第二

言語会話で話者の振る舞いの違いを解明するためにマルチ

モーダルコーパスを開発した．本稿では母語と第二言語の

少人数会話における沈黙時の視線行動の違いや沈黙状態に

おける心理状態について，先に開発したマルチモーダルコ

ーパスを用いて行った分析結果を述べる． 

 

1. はじめに 

人の会話では，言語情報だけでなくパラ言語，視線や表

情などの非言語情報を用いて感情表現や会話調整を行うこ

とでコミュニケーションを円滑に進めている[1, 2, 3, 4, 5, 6, 

7, 8]．また多くの研究で視線情報が重要な役割を果たして

おり[9]，対話者の理解を必要とするようなタスクや交渉に

おいて効果的に作用することが明らかになっている[10, 11, 

12]． 

一方で情報通信技術や運輸技術の発達によりグローバル

化が進み，出張や趣味での海外旅行先やインターネットを

介して世界中の人々と共にビジネスを行うなど第二言語で

のコミュニケーションを行う機会が増加している．しかし

第二言語能力には会話を運用するための会話能力に差があ

り，第二言語の運用能力差が誤解を招き円滑な会話の障害

になる可能性が示唆されている[13]．また第二言語運用能

力が低い話者がコミュニケーションで不利な状況に陥るこ

とがあり，共同作業のタスクに対して高い能力を保持して

いる場合であっても会話に十分に参加できない可能性があ

る．そのような第二言語での会話において円滑な相互理解

や相互作用をサポートすることが必要となっている． 

先に著者らは母語と第二言語の会話の振る舞いの違いを

解明するために，日本人の同一被験者にとって母語である

日本語と第二言語である英語の少人数会話を収録したマル

チモーダルコーパスを開発した[14]．コーパス分析の結果，

第二言語での会話は母語の会話に比べて総発話時間および

平均発話長が有意に短いことを明らかにした[15]．また会

話の流れや相手の理解度をモニタリングする注視行動が母

語と第二言語で異なることを示した．発話者から聞き手へ

の注視継続時間は母語である日本語と第二言語である英語

の会話でほぼ違いはなかったが[16, 17]，第二言語での会話

における聞き手から発話者への注視継続時間は母語での会

話時よりも長いことが明らかになった．これらの先行研究

は会話時の発話や視線などのコミュニケーションの構成要

素が第二言語の運用能力などによってどのように影響され

うるかについて分析している． 

一方，少人数の会話での沈黙時の他者からの視線は心理

的な負担が掛かり，特に第二言語の会話においては第二言

語会話能力の低い話者にとっては負担が大きいと予想され

る．また沈黙時の注視においても母語と第二言語での会話

に役割の違いがあるのではないかとも想定できる．第二言

語での会話において会話が滞っている沈黙時の注視や心理

状態を把握することで会話促進や会話学習に役立つ知見が

得られるのではないかと考えられる． 

このような考えから本稿では母語と第二言語の少人数会

話における沈黙時の注視の違いや沈黙状態における心理状

態について先に開発したマルチモーダルコーパスを用いて

分析を行う． 

 

2. マルチモーダルコーパス 

本研究のマルチモーダルコーパスの分析には先行研究で

開発したマルチモーダルコーパス[14]を使用する．母語を

日本語，第二言語を英語とし，グループごとに英語での自

由会話，日本語での自由会話，英語での目的会話，日本語

での目的会話の 4 つの会話が収録されている．自由会話と

は趣味などの自由な話題に関する会話であり，目的会話と

は 3 名で協調して一定の結論に達する会話である．また毎

会話終了時に会話時の視線や心理状態に関するアンケート

が行われている．会話の平均継続時間は約６分であり，円

卓に着席した 3 人の被験者それぞれに対し接話型のマイク

ロホン，視線追跡装置，ビデオカメラを用いて会話音声と

視線の動き，身体動作を収録している．視線追跡装置はナ

ックイメージテクノロジー社製の EMR-9 を使用し，その

視野角は 62°でありサンプリングレートは片眼 30fps ずつ

両眼で 60fps である．第二言語能力の指標として TOEIC ス

コアを用いてグループごとに降順で Rank1, Rank2, Rank3と

順位付けがされている．実験条件についてまとめた表を以

下に記述する．会話収録実験で行ったアンケートについて

次項で詳細を述べる． 

 

表 1 実験条件一覧 

被験者 3人×10グループ(男性 12名，女性 18名)  

使用言語 母語：日本語，第二外国語：英語 

話題内容 自由・目的会話 

英語能力指標 TOEICスコア(450-985) 

アンケート 29項目，7段階評価(Likert Scale) 

†情報通信研究機構 National Institute of Information and 

Communications Technology 

‡同志社大学理工学研究科 Graduate School of Science 

and Engineering, Doshisha University 
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2.1 アンケート 

日本語と英語での会話における被験者の主観的な視線活

動や心理状態に関する主観評価を得るためにアンケートを

行った．アンケート項目は会話時における注視行動・会話

についての評価・他の被験者に対する印象・会話中の感情

などの視線や心理状態に関するものである[18]．アンケー

ト項目の例を以下に示す．被験者は会話ごとに同一のアン

ケートに回答した．アンケート項目の中には自分以外の 2

人の他の被験者を個別で評価する項目も含められた． 

 

 話をしている時に，聞き手を見ていましたか？ 

 会話は盛り上がりましたか？ 

 自分の会話能力を評価してください 

 聞き手の会話能力を評価してください 

 聞き手は自分の話を理解できたと思いますか？ 

 他の被験者に好感を持ちましたか？ 

 積極的に会話できたと思いますか？ 

 

2.2 アノテーション 

マルチモーダルコーパスには会話収録実験で得られた音

声データ・映像データなど各種データの関連付けなどの会

話状況の注釈付与（アノテーション）がアノテーションツ

ール ELANを用いて行われている． 

 

図 1 アノテーションツール ELAN 
 

ELAN は音声データと映像データにテキスト注釈を付与

するアノテーションツールである（図 1）．アノテーショ

ンは全て人手で行われ，母語での少人数会話の話者交代モ

デルの先行研究[12]を参考とし注釈は MUMIN アノテーシ

ョンスキーム[19]に従って行っている．注釈項目について

は表 2 に記載する．予備実験で注釈を行う評定者の一致度

をカッパ係数で計測したところ， Dialog Act, Head 

Movement, Hand Movement の注釈では評定者の一致度が低

かったため，本研究の初期の段階では一致度の高い発話区

間，視線行動，話者交替についての注釈のみを行った． 

500msec 以上の沈黙があるときに発話終了時間を見なして

発話区間を切り出した．視線行動の注釈 Gaze Object は視

線追跡装置から得られた視線経路を基に行われた．視線活

動は注視対象（右側の被験者 RS，左側の被験者 LS，参加

者以外 Other，視線検出不可 No Gaze）によって定義され，

注視対象と注視の開始時間，終了時間の情報が付与された．

話者交替 Turn は発話区間を基に話者間の発話遷移を注釈

した． 

 

表 2 注釈項目 

Annotation features Features values 

DialogAct Backchannel, Stall, Fragment, 

BePositive, BeNegative, 

Sugget-offer, Inform, Ask, 

Other 

GazeObject RS(Gaze at the person to your 

right), LS(Gaze at the person to 

your left), Other(Gaze to other), 

NoGaze 

HeadMovement Nod, Jerk, Backward, Forward, 

Tilt, TurnToPartner, TurnSide, 

Waggle, Other 

HeadRepetition Single, Repeated, None 

Handness Both, Single 

TrajectoryRightHand Forward, Backward, Side, Up, 

Down, Complex, Other 

TrajectoryLeftHand Forward, Backward, Side, Up, 

Down, Complex, Other 

HandRepetition Single, Repeated, None 

Turn Give, Take, Hold 

 

3. 分析 

3.1 沈黙 

著者らは会話能力は第二言語よりも母語の方が高いとい

う仮説，および話題内容は発話時間に影響を及ぼすという

仮説を立て，日本語の会話と英語の会話で総発話時間およ

び平均発話時間を比較した．使用言語と話題内容を被験者

内要因とし，被験者の相対的な英語能力を被験者間要因と

して ANOVA 分析を実施した結果，使用言語と話題内容の

主効果が示され、英語会話条件および目的会話条件で有意

に短いということが示された[15]．  

その結果から沈黙においては反対に”総沈黙時間は日本

語の会話に比べて英語での会話の方が長く，自由会話に比

べて目的会話の方が長い”という仮説を立て，使用言語と

話題内容を被験者内要因とし被験者の相対的な英語能力を

被験者間要因として ANOVA 分析を行った．この結果，使

用言語の違い（F(1, 9) = 59.5, p < .001），話題内容の違い

（F(1, 9) = 25.9, p < .01）共に主効果が示され，仮説が検証さ

れた．(これ以降は単一のアスタリスク記号*は p < .05，2

つのアスタリスク記号**は p < .01，シャープ記号#は p < .1，

n.s は有意差なしということを表す．) 

 

3.2 沈黙時の注視 

先行研究において，日本語の会話よりも英語での会話の

方が発話中に話者が聞き手から注視を受ける量が有意に多

いことが認められた[20]．そのことから著者らは，沈黙時

の注視量も日本語の会話に比べ英語の会話の方が多く，か

つ英語の会話能力に沈黙時の注視量が影響されうると予測

し，分析を行った． 

まず沈黙時の注視の定義について以下に示す．式(1)と式

(2)において Average of Being Gazed at Ratio during Silenceは

Video 

Annotation 

rows 
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他者から注視されている割合，Average of Gazing at during 

Silenceは他者を注視している割合を示す． 

 

                         
                         

 

∑        
   

∑      
   

        (1) 

 

    は  番目の沈黙区間であり，      は  番目の沈黙区

間における，ある被験者が他の被験者から見られている注

視継続時間を表す． 

 

                        
                       

 

∑        
   

∑      
   

        (2) 

 

式(2)における      は 番目の沈黙区間におけるある被験

者が他の被験者を見ている注視継続時間を示す． 

本稿でも被験者の会話能力が視線活動に影響を及ぼすか

どうか評価するために各被験者に対して 2 種類の沈黙時の

注視を算出した．対話相手の被験者 2 人を Rank が高い被

験者を higher-ranked partner，低い被験者を lower-ranked 

partnerに分類し沈黙時の注視を算出し分析を行った． 

被験者内要因での言語による違い，話題内容の違い，お

よび被験者間要因での Rank 分類(higher-ranked partner と

lower-ranked partner)の違いについて分散分析(ANOVA)を行

った．その結果，言語による違いの主効果では有意傾向が

示された（F(1, 58) = 4.0, p = .050）．しかし話題内容の違

い，Rank 分類の違いには有意な主効果は認められなかっ

た．また，有意な交互作用も見られなかった． 

 

3.3 沈黙時の注視の相関関係の分析 

開発したマルチモーダルコーパスから 7 組の会話グルー

プについて日本語と英語の少人数会話における沈黙状態で

の注視と心理状態を分析する．日本語と英語の会話におけ

る沈黙時の視線行動の差は有意傾向を示しており，母語と

第二言語において沈黙時の視線行動には機能的な違いがあ

る可能性がある．より詳細な分析を行うために沈黙時の注

視に対して発話時の注視とアンケート結果の相関関係につ

いてスピアマンの順位相関係数を用いて検証した． 

 

3.3.1 沈黙時の注視の相関関係 

日本語と英語の会話において会話能力による沈黙時の注

視に違いがあるか調べるために Rank に着目した相関分析

を行った．両会話において沈黙時の他の被験者からの注視

に以下に示す正の相関が見られた．使用言語と話題内容に

関わらず，沈黙時に Rank の高い方の被験者からよく見ら

れている人は Rank の低い方の被験者からもよく見られて

いることが示された． 

 

沈黙時の注視の相関： 

自由会話:  

日本語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
.650** 

 

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
.630** 

 

課題会話:  

日本語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
.432# 

 

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
.747** 

 

沈黙時の他の被験者への注視については英語の自由会話

において他の会話条件には見られなかった弱い負の相関傾

向が見られた．つまり英語での自由会話では沈黙時に

Rank の高い被験者をよく見ている人は Rank の低い被験者

をあまり見ていないという傾向が示唆された． 

 

沈黙時の注視の相関： 

自由会話:  

英語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
-.391# 

 

英語での自由会話のみに沈黙時の他の被験者への注視と

他の被験者からの注視に負の相関が見られた．つまり沈黙

時に Rank の高い被験者をよく見ている人ほどその人から

あまり見られていないという結果が得られた．  

 

沈黙時の注意の相関： 

英語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
-.539** 

 

3.3.2 沈黙時と発話時の注視における相関関係 

沈黙時の注視と会話時の注視について相関分析を行った．

まず会話時の注視である Average of Being Gazed at Ratio 
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While Speakingと Average of Gazing at Ratio While Speaking

の定義を式(3)と式(4)に示す． 

 

                            
                       

 

∑         
   

∑      
   

        (3) 

 

式(3)，(4)において共に    は  番目の発話継続時間であり，

式()の       は  番目の発話継続時間における，発話者

が他の被験者から見られている注視継続時間を表す． 

 

                        
                       

 

∑         
   

∑      
   

        (4) 

 

式(4)中の       は 番目の発話継続時間における，発

話者が他の被験者を見ている注視継続時間を示す． 

日本語と英語の両会話の両分類（higher-ranked / lower 

ranked）において沈黙時の他の被験者への注視と発話時の

他の被験者への注視に正の相関が見られた．つまり日本語

でも英語でも沈黙時に相手をよく見ている人は発話時もよ

く相手を見ていることが示された． 

 

沈黙時の注視と発話時の注視の相関： 

自由会話:  

日本語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the higher-ranked partner while 

speaking 
.669** 

 

日本語会話 

Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the lower-ranked partner while 

speaking 
.556** 

 

英語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the higher-ranked partner while 

speaking 
.605** 

 

英語会話 

Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the lower-ranked partner while 

speaking 
.725** 

 

目的会話:  

日本語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the higher-ranked partner while 

speaking 
.792** 

 

日本語会話 

Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the lower-ranked partner while 

speaking 
.782** 

 

英語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the higher-ranked partner while 

speaking 
.695** 

 

英語会話 

Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Gazing at the lower-ranked partner while 

speaking 
.697** 

 

 

3.3.3 沈黙時の注視とアンケート結果における相関関係 

沈黙時の注視が自己やパートナーの心理状態とどのよう

な関係にあるかを検討するため相関分析を行った．英語の

自由会話においては両分類で他の被験者からの注視とアン

ケートの会話の理解度に対する自己評価の評定地に負の有

意相関がみられたが，日本語の自由会話では相関は見られ

なかった．つまり英語の自由会話では沈黙時に他者からよ

く見られている場合，その相手の発言を自分は理解してい

ないと感じていることが示された．目的会話では，日本語

会話，英語会話ともにこのような相関は見られなかった． 

 

注視とアンケートの相関： 

自由会話:  

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Do you think you could understand his/her 

discourse? 
-.407* 

 

英語会話 

Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Do you think you could understand his/her 

discourse? 
-.474* 

 

英語での自由会話において Rank の高い被験者からの注

視と彼らの発話への集中についてのアンケート結果に負の

相関がみられた．しかし Rank の低い被験者や母語の会話

においてはこのような相関は見られなかった．つまり沈黙

時に Rank の高い被験者からよく見られている場合，その

相手が発話に集中していないと感じていることが示された． 
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注視とアンケートの相関： 

自由会話:  

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Do you think your partner concentrated 

when his/her spoke? 
-.465* 

 

英語での自由会話において Rank の高い被験者からの注

視と Rank の高い被験者の発話に対する興味に負の相関が

見られた．また Rank の高い被験者の会話集中度への評価

についても弱い負の相関傾向が見られた．これは英語の自

由会話では沈黙時に Rank の高い被験者からよく見られて

いる場合，その相手の発言に興味が持てないことやその相

手が自分の発言に集中していないように感じることが示さ

れた． 

 

注視とアンケートの相関： 

自由会話:  

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Did you become interested in the discourse 

of your partner? 
-.424* 

 

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Do you think your partner concentrated on 

your discourse? 
-.358# 

 

英語での自由会話において Rank の高い被験者への注視

と Rank の高い被験者から感じるプレッシャーに正の相関

が見られた．つまり英語の自由会話で Rank の高い被験者

をよく見ているほどプレッシャーを感じている傾向が示さ

れた． 

 

注視とアンケートの相関： 

英語会話 

Gazing at the higher-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Did you feel pressure from them? .478* 

 

また，英語での自由会話，目的会話について注視と他の

被験者に対する感情に相関が見られた．英語での自由会話

では，Rank の高い被験者からの注視と Rank の高い被験者

への感情の相関は弱い負の相関傾向を示したが Rank の低

い被験者からの注視と Rank の低い被験者への感情では強

い負の相関が見られた．つまり英語の自由会話では沈黙時

に見られると特に Rank の低い被験者から見られるとその

相手を好ましく思わないことが示された． 

 

注視とアンケートの相関： 

自由会話:  

英語会話 

Being Gazed at by the higher-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Did you like your partner? -.349# 

 

英語会話 

Being Gazed at by the lower-ranked partner 

during silence 
ρ 

<-> Did you like your partner? -.571** 

 

一方、英語目的会話では，沈黙時の Rank の低い被験者

への注視と相手への好感に弱い負の相関傾向が見られた．

すなわち，Rank の低い被験者を注視するほど，その相手

を好ましく思わない傾向があることが示唆された． 

 

英語会話 

Gazing at the lower-ranked partner during 

silence 
ρ 

<-> Did you like your partner? -.397# 

 

4. 考察 

日本語と英語の会話における沈黙時の視線活動について

比較を行った． 

始めに日本語よりも英語の会話の方で総沈黙時間が長い

ことを確認した．この結果は第二言語での会話のコミュニ

ケーションの難しさを反映していると考えられる． 

また，総沈黙時間がより長いという結果を踏まえて英語

の会話の方が沈黙時の注視量も増えるという仮説のもとに，

日本語と英語の会話の沈黙時の注視量について ANOVA 分

析を行った．分析の結果、言語の主効果において有意傾向

が示された．これは母語と第二言語では沈黙時の注視に異

なる役割があるのではないかという仮説に沿った結果とい

える． 

日本語と英語の会話における沈黙時の注視の相関分析に

ついて興味深い結果が得られた．英語の自由会話では，

Rank の高い被験者をよく見ている人は Rank の低い被験者

をあまり見ていないという負の相関と，沈黙時に Rank の

高い被験者をよく見ている人ほどその人からあまり見られ

ていないことが示された．このことから第二言語の自由会

話では沈黙時の注視に相手の言語運用能力が関わることが

示唆されている．詳しい原因は定かではないが英語の会話

のみに起こる現象であり母語と第二言語における沈黙時の

視線行動の機能的な違いの現れではないかと推測される． 

また沈黙時と発話時の注視について相関分析を行ったと

ころ，日本語と英語の両会話の両分類（higher-ranked / 

lower ranked）において沈黙時の他の被験者への注視と発話

時の他の被験者への注視に正の相関が見られた．つまり日

本語でも英語でも話題に関わらず沈黙時に相手をよく見て

いる人は発話時もよく相手を見ていることが示された．コ

ミュニケーションで相手をよく見る人は，発話時だけでな

く沈黙時も相手を観察していることが伺える． 
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英語の自由会話において，他の被験者からの注視とアン

ケートの会話の理解度に対する自己評価の項目に負の相関

がみられた．つまり第二言語の自由会話では，沈黙時に他

者からよく見られている場合，その相手の発言を自分は理

解していないと感じていると推測される．これについては，

第二言語においては母語に比べて言語運用能力が低下する

ため話者は会話の理解度を確認するためによく相手を見る，

という現象が影響している可能性が考えられる．つまり，

第二言語運用能力が低いため相手に分かりやすい発話がで

きない場合，相手からよく見られてしまうという現象を反

映している可能性がある．また，よく見られることで自分

の理解度に自信がなくなる可能性も考えられる． 

また英語の自由会話において沈黙時に Rank の高い被験

者からよく見られている場合，その相手の発話に集中でき

ない，相手の発言に興味が持てない，相手が自分の発言に

集中していないと感じているという分析結果も得られた．

Rank の高い被験者への注視と Rank の高い被験者から感じ

るプレッシャーに正の相関が見られたことから，英語の会

話で沈黙時に Rank の高い被験者をよく見ている人ほどプ

レッシャーを感じているようである． 

興味深いことに Rankの高い被験者からの注視と Rankの

高い被験者への感情の相関は弱い負の相関傾向を示したが，

Rank の低い被験者からの注視と Rank の低い被験者への感

情の相関は強い相関が見られた．つまり英語での会話では

沈黙時に相手から見られる場合，特に Rank の低い被験者

から見られる場合，その相手を好ましく思わない傾向があ

ることが示された．  

以上，全体に特に英語自由会話で沈黙時の注視とアンケ

ートの評定値との間にいくつか興味深い相関がみられた．

この原因は定かではないが，言語運用能力の個人差が大き

な第二言語会話であっても，目的会話では各人がある程度

会話に貢献しなければならないという義務が生じるのに対

し，自由対話では貢献義務がそれほど強くないため，言語

能力差を反映した相関が多く見られた可能性が考えられる． 

今後の展望として，第二言語学習支援システムにおいて第

二言語における会話から言語運用能力を推測し，各学習者

に適した教育レベルでの学習支援を行うなどの応用が期待

される． 

 

5. まとめ 

母語と第二言語における会話の沈黙時の注視について分

析した．第二言語の会話では母語よりも総沈黙時間が長い

ことを確認した．沈黙時の注視については，母語と第二言

語の間に差があることが示唆された，また，沈黙時の注視

に関する相関分析においてはいくつかの興味深い結果が示

された．注視量の相関分析から第二言語自由対話において

言語運用能力の高い相手を注視するほど，その相手からは

注視されていない傾向が示された．また，質問紙の評定値

と注視量の相関分析から，第二言語自由対話においては言

語運用能力の高いパートナーからの注視は集中力の欠如や

相手の発言への興味の希薄さなどネガティブな印象を与え

るという影響が見られた．また，言語運用能力の高い相手

に対する注視量は，その相手から感じるプレッシャーと相

関することが示された．さらに第二言語自由会話では沈黙

時に見られることに対してあまり好ましく印象を持たない

ことが示された． 
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